
独立行政法人農林漁業信用基金の平成２６事業年度評価結果の主要な反映状況

１．役員人事への反映について

役員人事への反映 中期目標に定められた業務について、中期計画に沿った年度計画が順調に達成され、主務大臣による平成２６事業年度の
総合評価が「Ｂ」評価であったこと等を踏まえ、役員人事について反映させる事項はなかった。

２．役員報酬への反映について

役員報酬への反映 中期目標に定められた業務について、中期計画に沿った年度計画が順調に達成され、主務大臣による平成２６事業年度の
総合評価が「Ｂ」評価であったこと等を踏まえ、役員報酬について反映させる事項はなかった。

３．法人の運営、予算への反映について

評価項目 平成２６事業年度評価における主な指摘事項 平成２７及び２８年度の運営、予算への反映状況

財務内容の改善 林業信用保証業務における業務収支の黒字化に向けた 平成２７年度においては、保証料収入の増加に向け、林業者等及
保証料収入の増については、２６年度の業務収支は黒字 び金融機関等への林業信用保証制度の利用拡大への取組を進めた結
化を達成しているものの、保証料収入が所期の目標を下 果、保証引受額は２６年度より増加したが、代位弁済率を抑えるた
回っており、保証引受を増加させるための取組を着実に め引受審査を厳格化していること等による格付低位者の保証減少に
実施する必要がある。 よる平均保証料率の低下等もあり、目標達成率は７２．７％と、２

６年度の７８．７％を下回った。
２８年度においては、林業者等及び金融機関等に対する計画的な

現地説明を積極的に行う等の林業信用保証制度の利用拡大への更な
る取組を進め、保証料収入の増加に努める。

農業信用保険業務及び林業信用保証業務における回収 （農業信用保険業務）
金の実績については、回収金収入が所期の目標を下回っ 平成２７年度においては、従前より取り組んでいる求償権の回収
ており、回収実績向上のための取組を着実に実施する必 主体である都道府県農業信用基金協会との現地協議の実施や基金協
要がある。 会職員の回収能力向上に資するための求償権管理回収等事務研修会

の開催等のほか、求償権回収事例研究冊子の作成・配布を行うこと
により、回収率は３年連続で上昇したが、保険金支払額が目標設定
時よりも増加していないこともあり、目標達成率は７７．６％と、
２６年度の９２．８％を下回った。



２８年度においては、引き続き、現地協議の実施、求償権管理回
収等事務研修会の開催等の回収実績向上のための取組を着実に実施
し、特に現地協議については早期に実施するように努めることで、
回収実績向上を目指す。
（林業信用保証業務）
平成２７年度においては、求償債務者への催告書の送付、不動産

の任意売却や競売等の積極的な促進を図ったほか、回収能力に優れ
たサービサーを選定し求償権回収を委託することで、回収実績向上
を目指した結果、年度期首求償権残高に対する回収額の割合は第２
期中期目標期間と同程度であったが、求償権残高が目標設定時より
も大きく下回っていることもあり、目標達成率は４４．４％と、２
６年度の７９．５％を下回った。
２８年度においては、引き続き、催告書の送付、不動産の任意売

却や競売等の積極的な促進、サービサーの活用等の回収実績向上の
ための取組を着実に実施するとともに、事業を継続している求償債
務者等に対しては現地訪問等積極的な交渉を重ねることで、回収実
績向上を目指す。

保険料の確実な徴収については、農業信用保険業務に 平成２７年度においては、直ちに保険料計算に係るプログラム修
おいて、保険料計算システムの不具合による徴収漏れが 正を行ったほか、保険料請求に当たり前年同期実績との比較を行う
発生しており、所期の目標を達成できていないことから、こととした。なお、２７年度において、林業信用保証業務の保証料
再発防止の徹底に努める等の改善が必要である。 について過徴収及び一部未徴収並びに漁業信用保険業務の保険料に

ついて誤請求事案が発生したことから、事務処理方法の見直しやプ
ログラム修正を行い、再発防止に努めた。
２８年度においては、これらの再発防止策を講じた事務処理を着

実に実施する。

注１：指摘は独立行政法人農林漁業信用基金の平成26年度に係る業務の実績に関する評価書（財務省及び農林水産省）による。
注２：総合評価は、２５年度までは「Ａ」が標準、２６年度からは「Ｂ」が標準である。


